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オーディエンスが語るライフヒストリーと有料テレビ利用について
————海外生活経験者のインタビューより————
須 藤 修 司*
Life History of Audience and Their Usage of Pay Television: 
On Interviews with People Who Had Lived Abroad
Sudo Shuji*
Abstract
This article investigates how reminiscences of the audience's life histories influences their 
later electronic media use. Typically, the interest of marketing practitioners has tended to be in 
the current needs of their target audience. The viewpoint of this study differs from that of those 
practitioners, focusing on the individuals’ reminiscences of entertainment experience as younger 
audience members. The methodology of this study was interviews with Japanese pay TV audience 
members. These interviewees are called "International Youth" in Japan, who were born in Japan 
and had experiences of living in abroad in childhood and youth. Their fathers belonged to the 
high-income class as managers of major Japanese companies’ branch offices in western countries. 
This study introduced a temporary operational concept regarding consecutive and inconsecutive 
relations between media use and reminiscence. As a result, this research indicated relations between 
reminiscences of media use, real life experiences and later media use. In addition, some affectionate 
memories were associated with current media use of audience. Some of the findings were perceptions 
that interviewees had for the first time. This method of research delving into audience’s reminiscence 
seems to be of value to further studies of media anthropology.
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者「at home town」的な状況とはいえないだろうか［岡田 2007: 260-262］。岡田は在日外国
人にとっては，自分たちを対象にしたレポートやライフヒストリーが「すでに知っている事
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タビューの分析については SCAT（Steps for Coding and Theorization）を採用した［大谷 
3) 2017 年 12 月 6 日 22：00 から 70 分放送。視聴率は関東地区のものである。
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2008］。事例の対象者について，以下に記す。
事例 1：P 氏
インタビュー第１回は 2016 年 8 月に東京都千代田区で，第 2 回は 2018 年 3 月に東京都港
区で実施した。P 氏は 1981 年生まれの男性で，2016 年 8 月当時 36 歳のベンチャー企業の
経営者である。第１回当時は同居人の女性がいた。東京都中央区の賃貸集合住宅に居住する。　









インタビュー第 1 回は 2018 年 7 月，第 2 回は 2018 年 9 月，東京都千代田区で実施した。
Q 氏は 1967 年生まれの男性で，2018 年 7 月当時 51 歳。IT 企業の法務専門職の会社員で，
























的に非連続的経験では 1 年から数年，数 10 年単位に及ぶものとする。
1　日本でのテレビ視聴の記憶に関する海外での連続的経験
P 氏は小 4 まで日本で育ったので，子供時代の記憶ははっきりしており，テレビではアニ
メと特撮番組のレンジャーシリーズをよく見ていたという。10 歳時は 1991 年であり，当時
は 2018 年現在と異なり，地上波ではアニメ番組の放送も多かった。レンジャーシリーズは
現在に至るまで関東地区では日曜日の朝，テレビ朝日で毎年改編と共に新キャラクターで放












































5) 1996 年，フジテレビ系地上波「月 9」枠，主演：和久井映見，主題歌：Mr. Children「名もなき詩」［フ
ジテレビジョン（オンライン）2018］。
6) 1994 年，TBS 系地上波，全話数 : 21 話，主演：坂井真紀［TBS テレビ（オンライン）2018］
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ただし，吹き替えにはある種嫌悪感を覚えるようで，P 氏は一切見ない。












































































アが混在していた。3. に関しては，漫画全集から始まり VHS 全集，さらにブルーレイ DVD
全集まで新バージョンを「大人買い」し続けるオーディエンスなどに調査対象を拡げるべき
研究の方向もみえてくる。






























P 氏も Q 氏も情動が喚起されるような，自分にとって価値あるコンテンツには「よろこん
でお金を払う」［Hammervold and Solberg 2006］。P 氏の例でいうと，自転車好きな視聴者
がお金を払ってペイテレビでツールドフランスを見ている。もし，メディア企業マーケター
の立場からみるならば，そう見えるであろう。それは「成人人口の 1％の自転車競技好きを
















われるということ［Lusch and Vargo 2014: 15］をメディア領域で具体的に提示することも
できるかもしれない。
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